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◎

野
山
は
も
う
冬
の
装
い

放

牧

牛

里

帰

り

秋
も
深
ま
り
、
冷
え
込
み
も

一
段
と
増
し
て
き
た
が
、

十
月
十
六
日
と
十
七
日
の
二
日
間
、
実
取

。
岩
井

・
脇

元
牧
場
で
牛

の
野
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

一
夏
を
広
大
な
牧
野
で
す
ご
し
た
子
牛
は
見
違
え
る

よ
う

に
大
き
く
な
り
、
引
き
取
り
に
き
た
鋼

い
ｌｉ
ｔ
満

足
そ
う
∩

牛

の
野
下
げ
が
終
わ
る
と
、
野
山
は
１
，
う
冬
の
装

い

と
な
り
、
本
格

ら
し
ち
近

い

昭和55年 9.10月 合併号



広報しうら ②

大
正

三
年
以
来

と
い
う
今
夏

の
異
常
低
温
に

よ
り
、
県
内
の
水

稲
を
は
じ
め
と
す
る

農
作
物
の
冷
害
被
害
は
、

牢
前
の
規
模
に
達
す
る
こ

と
は
確
実
と
な
り
ま
し
た
。

本
村
に
お
い
て
も
、
七
月
以

降
の
不
順
天
候
に
よ
り
、
農
作
物
、

特
に
水
稲
に
不
稔
穂
、
出
す
く
み
現

象
等
の
被
害
が
発
生
し
、
凶
作
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
八
月
十

一
日

「市
浦

村
不
順
天
候
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
そ
の

対
応
と
状
況
調
査
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

対
策
本
部
で
は
、
管
内
を
視
察
、
調
査
す
る
一

一　̈

―
戴
ぶ

―

天
災
融
資
法
発
動
を
国
や
県
に
陳
情

九
月

一
日
、

「
不
順
天
候
対
策

本
部
」
の
会
議
を
開
催
し
、

「不

順
天
候
対
策
本
部
」
を

「冷
害
対

策
本
部
」
に
切
り
替
え
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
決
め
ら
れ
た
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
種
も
み
確
保
に
つ
い
て
は
、
種

子
希
望
農
家
の
調
査
を
し
、
地
元

確
保
を
前
提
に
現
地
調
査
を
し
な

が
ら
、
他
町
村

へ
も
依
頼
す
る
。

■
冷
害
対
策
本
部
に
幹
事
会
を
設

置
す
る
。

関
係
機
関

へ
の
陳
情

・
要
望
事

項▼
飯
米
確
保
の
た
め
、
政
府
米
の

払

い
下
げ
を
要
望
す
る
。

▼
規
格
外
の
米
の
政
府
買
Ｌ
げ
を

要
望
す
る
。

▼
予
約
概
算
金
の
返
還
は
繰
り
延

ば
し
、
こ
の
利
子
を
助
成
す
る
。

▼
天
災
融
資
法
の
適
用
と
、
こ
の

資
金
枠
の
拡
大
を
す
る
。

▼
激
じ
ん
災
害
の
指
定
を
す
る
。

▼
五
十

一
年
度
借
入
れ
の
天
災
資

金
の
償
還
を
延
長
し
、
そ
の
利

子
助
成
を
す
る
。

▼
救
農
土
木
事
業
を
実
施
す
る
。

▼
農
業
共
済
金
の
早
期
支
払
い
を

促
進
す
る
。

▼
村
税
の
減
免
措
置
を
す
る
。

九
月
五
日
＝
本
村
守
男
衆
議
院
議

九
月
八
日
＝
県
庁
各
関
係
機
関
ヘ

中
里
町
、
車
力
村
、
市
浦
村
の
．■

町
村
に
よ
る
合
同
陳
情
。

九
月
十
日
＝
冷
害
対
策
本
部
会

議
開
催
。

九
月
十
二
日
＝
竹
内
黎

一
・
ＩＩＩ

沢
青
郎
衆
議
院
議
員
が
来
村
。
冷

害
水
田
の
現
地
視
察
。

九
月
十
六
日
＝
市
浦
村
議
会
産

業
経
済
常
任
委
員
会
開
催
し
、
今

後
の
冷
害
対
策
の
見
込
み
に
つ
い

て
話
し
あ

い
が
な
さ
れ
た
。

九
月
十
七
日
＝
庁
内
会
議

（課

長
会
議
）
の
あ
と
対
策
本
部
幹
事

九
月
十
八
日
＝
青
森
県
山
内
副

知
事
来
村
し
被
害
水
田
を
視
察
ら

こ
れ
に
陳
情
。

九
月
十
九
日
＝
西
北
五
市
町
村

合
同
陳
情

（県
庁
関
係
機
関
）

九
月
二
十
日
＝
亀
岡
農
林
水
産

大
臣
視
察

（中
里
町
今
泉
地
区
一

こ
れ
に
陳
情
。

九
月
二
十
四
日
＝
衆
議
院
茨
害

視
察
団
来
村
し
冷
害
水
Ⅲ
を
視
宗
ビ

こ
れ
に
陳
情
［

■
被
害
農
家
の
天
災
資
金
、
・白
作

農
維
持
資
金
の
中
込
み
を
受
け
つ

け
開
始

（
．
．卜
四
Ｈ
～

．卜
六
日

員
が
来
村
、
冷
害
現
地
を
視
察
。
　
　
会
を
開
催
し
、
今
後
の
事
務
対
応

こ
れ
に
陳
情
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
協
議
。

九
月
六
日
＝
県
農
業
共
済
組
合
連
　
　
　
市
浦
村
議
会
全
員
協
議
会
に
お

合
会
並
び
に
五
所
川
原
統
計
情
報
　
　
ぃ
て
、

「市
浦
村
議
会
凶
作
対
策

事
務
所

へ
冷
害
対
策
に
つ
い
て
陳
　
　
特
別
委
員
会
」
が
全
議
員
参
加
に

青
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
組
織
。

9月 1日不順天候対策本部から冷

害対策本部に切り替え



③ 広報しうら

ま
で
）

■
申
込
み
状
況

十
月
二
日
＝
冷
害
農
家
の
飯
米

不
足
申
込
み
受
付
開
始

（
二
日
か

ら
四
日
ま
で
）

対
策
本
部
の
冷
害
視
察

十
月
四
日
＝
青
森
県
議
会
北
五

出
身
議
員
に
よ
る
冷
害
視
察
団
来

村
し
た
の
で
、
こ
れ
に
陳
情
“

十
月
十
三
日
＝
冷
害
対
策
本
部

会
議
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
対

策
経
過
と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い

て
協
議
。

具
体
的
な
協
議
内
容
は
次
の
と

■
皆
無
作
水
田
利
用
飼
料
向
け
稲

わ
ら
確
保
対
策
事
業
に
つ
い
て

趣
旨

・
農
協
が
稲
作
農
家
と
有

蓄
農
家
と
稲
わ
ら
取
引
き
契
約
を

し
、
飼
料
化
を
図
る
。

基
準

①
農
業
共
済
組
合
が
認
定
し
た
皆

無
作
水
田
で
生
産
さ
れ
た
も
の
と

し
、
自
家
保
有
田
以
外
の
も
の
。

②

一
事
業
主
体
当
り
五
診
以
上
之

０^
肴
畜
農
家
と
は
、
大
家
畜

（肉

用
牛
、
乳
用
牛

）
を
飼
養
し
て
い

る
農
家
。

①
稲
わ
ら
供
給
農
家
は
、
自
家
保

有
田
の
す
べ
て
を
刈
取
る
も
の
と

事
業
主
体
＝
農
業
協
同
組
合

負
担
区
分
＝
県
＝
二
千
円
、
村

＝
千
円

（義
務
負
担
）

■
冷
害
農
家
へ
の
米
穀
配
給
措
置

対
象
地
域

①
旧
市
町
村
単
位
で
稲
作
被
害
率

が
三
十
召
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
対
象
戸
数
が
お
お
む
ね
旧
市
町

村
単
位
で
五
十
戸
以
上
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
は
、
対
象
戸
数
が
十
だ

以
上
で
あ
る
こ
と
。

対
亀
農
家

①
平
年
作
の
場
合
、
米
売
渡
農
家

で
冷
害
に
よ
り
非
売
渡
農
家
と
な

り
、
保
有
米
が
不
足
し
要
配
農
家

（Ｃ
平
年
作
の
場
合
、
六
ヵ
月
未
満

一
般
配
給
を
受
け
て
い
る
非
売
渡

農
家
で
冷
害
に
よ
り
保
有
期
間
が

六
ヵ
月
以
上
減
少
す
る
こ
と
に
な

る
農
家
で
あ
る
こ
と
。

種
類
＝
徳
用
上
米

（二
等
米
）

価
格
＝
１０
第
二
千
六
百
八
十
円

⌒
一
俵

一
万
六
千
八
十
円
）
程
度
。

但
し
、
五
六
年
産
米
の
消
費
者
米

価
改
正
が
あ

っ
た
場
合
は
多
少
変

動
が
あ
る
。

期
間
＝
五
五
年
十

一
月
以
降
か

ら
五
六
年
十
月
ま
で
。

方
法

県
は
、
食
糧
庁
及
び
市
町
村
と

売
買
契
約
を
結
び
、
食
猟
庁
か
ら

買
受
け
市
町
村
に
売
渡
す
（
市
町

村
は
対
象
農
家
と
売
買
契
約
を
結

び
、
県
か
ら
買
受
け
し
、
対
象
農

家
に
売
渡
す
。
県
及
び
市
町
村
は
、

実
務
代
行
者
を
指
定
し
、
米
の
配

送
、
と
う
精
等
の
実
務
を
代
行
さ

以
上
、

「冷
害
対
策
本
部
」
の

経
過
を
の
べ
て
き
ま
し
た
が
、
本

部
で
は
、
村
単
独
事
業
と
し
て
、

①
種
子
確
保
対
策
事
業
、
②
被
害

農
家
貸
付
資
金
預
託
事
業
、
③
被

害
農
家
特
別
交
付
金
交
付
事
業
、

④
冷
害
対
策
事
務
費
．

補
助
事
業
と
し
て
は
、
①
稲
わ

ら
利
用

（堆
肥
づ
く
り
）
・②
飼
料

向
け
稲
わ
ら
確
保
対
策
、
〇
天
狭

資
金
利
子
補
給
、
等
を
検
討
中
で

あ
り
、
救
農
対
策
に
万
全
を
期
す

被
書
田
を
視
察
に
来
村
し
た
竹
内

・

田
沢
両
代
議
士
に
陳
情
し
ま
し
た

衆
議
院
議
員
農
林
水
産
常
任
委
員
会

一
行
も

太
田
地
区
の
冷
害
状
況
を
視
察
し
ま
し
た

中
里
町
今
泉
地
区
の
冷
害
状
況
視
察
に
来
町
し
た
亀
岡

農
林
水
産
大
臣
に
も
陳
情
し
ま
し
た



島
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歌碑が立派に完成して本当に

うれしい・ …・と語る寺島さん、

歴
史
・歌
ｐ
ン
ン
ボ
ル
に

十
二
の
砂
山
保
存
会

（高
松
隆
二
会
長
）
で
は
、
旧
十
二
橋
が
架
設
さ
れ
て
い
た
十
．二
地

区
側
た
も
と
に

「十
三
の
民
謡
、
砂
山
の
碑
」
を
建
立
し
、
去
る
九
月
二
十
八
日
地
元
民
ら

関
係
者
約
二
百
人
が
集
ま
っ
て
盛
大
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
碑
は
、
高
さ
が
三
――

も
あ
る
立
派
な
も
の
で
、
岩
木
山

産
の
安
山
岩
を
使

っ
て
お
り
表
面

に
は

「十
二
之
民
謡
砂
山
之
碑
」

と
、
裏
に
は
民
謡
の

一
節
が
刻
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「十
二
の
砂
山
」
は
、
全
国
七
湊

の

一
つ
に
数
え
ら
れ
北
国
第

一
の

港
町
と
し
て
栄
え
た
頃
、
船
唄
か

ら
盆
唄
に
転
化
し
、
土
着
し
た
も

す
べ
て
の
民
謡
は
、
北
国
や
淋

し
い
国

へ
行
け
ば
行
く
ほ
ど
美
し

い
の
は
、
世
界
的
に
も
共
通
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
中
に
あ

っ

ｏ
て
も

「十
二
の
砂
山
」
は
、
か
ば

そ
く
、
弱
々
し
く
、
東
北
民
謡
の

中
で
も
す
ぐ
れ
て
美
し
い
と
い
わ

れ
て
お
り
、
い
ま
で
は
全
国
的
に

有
名
で
あ
る
。

こ
の
民
謡
碑
建
立
の
発
端
を
つ

く

っ
た
の
は
、
弘
前
出
身
で
大
阪

府
在
住
の
寺
島
勝
負
さ
ん
。

約
二
百
二
十
万
円
を
投
入
し
た

事
業
費
の
約
八
割
ま
で
を
資
金
投

入
し
た
寺
島
さ
ん
は
、
大
阪
で
民

Ｉ

Ю
Ｎ
Ю
Ｉ

謡
教
室
を
開
き
、
千
入
以
Ｌ
の
弔

子
を
抱
え
て
い
る
が
、
民
謡
の
初

歩
は
ま
ず

「卜

´
の
砂
山
」
の
け

い
こ
か
ら
と
い
う
の
が
信
条
で
「ト

．
の
砂
山
」
を
愛
し
て
い
る
。

除
幕
式
で
は
、
神
事
の
あ
と
出

席
者
全
員
が

「十
。１
の
砂
山
」
を

歌
い
あ
げ
、
哀
調
を
帯
び
た
歌
声

が
響
き
わ
た
る
な
か
、
花
火
の
合

祝賀会では、斎藤又四郎さんが乾

杯の音頭をとり、お祝いしました。
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交通安全宣言

「交通事故防止は、私た

ちの責任で行ないます。」各

関係機関、団体の代表が安

全宣言 をしました。

交
通
安
全
市
浦
村
民
大
会
は
、
　

　

る
こ
と
か
ら
、
家
庭
に
お
け
る
交

九
月
二
十
五
日
相
内
児
童
館
に
村
　
　
通
安
全
教
育
の
重
要
性
と
若
年
層

民
約
百
名
を
集
め
て
開
催
し
ま
し
　
　
へ
は
安
全
運
転
と
自
党
を
う
な
が

言
を
読
み
あ
げ
、
満
場
の
拍
手
で

確
認
し
あ
い
閉
会
し
ま
し
た
．

大
会
が
終
わ

っ
た
あ
と
、
相
内

児
童
館
か
ら
村
内
の
＝
抜
き
通
り

を
全
彙
で
パ
レ
ー
ド
し
、
沿
道
住

民
へ
交
通
安
全
、
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
地
域
で
交
通
事
故

又

一
村
議
会
議
員
が
祝
辞
を
の
べ
　
　
防
止
に
努
力
し
て
い
る
団
体
、
個

ま
し
た
。
ま
た
、
交
通
指
導
隊
奈
　
　
人
へ
感
謝
状
の
贈
呈
も
行

い
ま
し

良
源
悦
支
隊
長
が

「
こ
の
大
会
を

契
機
に
、
村
内
か
ら
交
通
事
故
に

よ
る
死
亡
者
は
絶
対
出
さ
な
い
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

村
民

一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
あ

い
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
記
録

を
継
続
更
新
し
ま
す
。

」
と
大
会
宣

は
じ
め
に
、
交
通
事
故
の
犠
牲

者
に
対
し
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た

あ
と
、自
川
治
二
郎
大
会
長
が
「県

内
の
交
通
事
故
は
、
昨
年
を
上
回

わ
る
状
況
で
あ
る
が
、
わ
が
村
に

お
い
て
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
村
民

一
人
ひ
と
り
の
協

力
と
交
通
安
全
意
識
が
高
ま

っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
今

後
も
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
記

録
を
千
日
、
千
五
百
日
に
伸
ば
す

た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
。
み
な

さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
交

通
事
故
防
止
に
協
力
し
て
ほ
し
い
。

と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続

い
て
、
間
山
重
信
金
木
警
察

署
長
が
最
近
の
交
通
事
故
の
現
況

と
管
内
で
発
生
し
た
悲
惨
な
事
故

事
例
を
ひ
き
出
し
て
、
集
ま

っ
た

村
民
に
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
発
生

し
た
死
亡
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
、

若
年
者
の
暴
走
に
よ
る
も
の
で
あ

次
に
各
関
係
機
関
、
団
体
の
代

表
が

「村
内
か
ら
交
通
事
故
を
出

さ
な
い
た
め
、
そ
の
役
割
り
を
責

任
を
も

っ
て
果
た
し
ま
す
。

」
と
交

通
安
全
宣
言
を
し
た
あ
と
、
青
山

相
内
小
学
校
児
童
会
、
脇
元
保

育
所
白
鳥
ク
ラ
ブ
、
高
橋
信
男
、

三
浦
兼
四
郎

大会日会後、全員でパレードし、住民に事故防止を呼

びかけました。

下 沢 ハ ツ ヨ

村内から交通死亡事故を出さないようにしましよう。



広報しうら b

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

∃

ド
牲

リーター研候会 では、

いろいろなことを勉強

そ して、私 は   。

ど  て 域 思 し だ

中 居  恵

キャンプファイヤーを囲んで、親子の

きずなはいっそう強く感じる

な
か

っ
た
ぃ
大
人
が
み
ん
な
世
話

人
で
あ
り
、
子
ど
も
は
先
輩
や
人

人
の
や

っ
て
い
る
こ
と
を
見
て
覚

そ
う
考
え
た
時
、
自
分
も
手
本

の

一
人
に
入
る
ん
だ
と
思
う
と

一
日
子
ど
も
と
過
ご
し
て
、
今

の
子
ど
も
は
社
会
性
に
富
ん
で
い

て
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
た
。
こ
の

子
ど
も
た
ち
の
手
本
と
な
る
た
め

に
は
、
我
々
大
人
、
特
に
男
子
の

方
の
研
修
活
動
が
必
要
で
は
な
い

一
　　　　　　一̈

子
ど
も
会
を
活
発
に
し
た
い

辺
り
を
見
回
す
と
知
ら
な
い
人

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
、
ト

ー
チ
を
持

っ
て
グ
ラ
ン
ド
を

一
周

し
た
そ
の
美
し
さ
が
、
今
回
も
に

焼
き
つ
い
て
は
な
れ
な
い
。

た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
で
き
、

リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
も
勉
強
で
き

―
蛇
い

―

家
庭
教
育
の
必
要
性
を
学
ぶ

講
演
で
、
友
達
同
志
の
ケ
ン
カ

集
団
行
動
、
ね
ば
り
強
さ
、
体
力

運
動
能
力
　
　
”」れ
は
、
最
近
の

子
ど
も
に
な
い
も
の
、
で
き
な
い

も
の
だ
そ
う
で
す
。
子
ど
も
だ
け

で
は
な
く
、
私
自
身
も
そ
う
感
じ

次
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
達
が

こ
れ
で
い
い
の
か
、
我
々
大
人
は

何
を
し
て
や

っ
た
ら
よ
い
か
を
反

全
体
集
会
で

「あ

い
さ
つ
が
悪

の
が
気
に
な

っ
た
。

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
が
論
議

さ
れ
て
い
る
今
日
、
今
後
も
こ
の

種
の
研
修
会
を

つ
み
重
ね
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
広
て
呼

び
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
「

楽
し
い
思
い
出
と
し
て
残
る

い
や
い
や
参
加
し
た
研
修
会
で

し
た
が
、
い
ざ
始
ま

っ
て
み
る
と

初
め
の
気
持
ち
が
う
そ
み
た
い
で
、

講
師
の
う
ま
い
話
術
に
ど
ん
ど
ん

さ
そ
い
こ
ま
れ
て
い
っ
た
〓
話
の

間
に
‐‥―矢
や
ゲ
ー
ム
を
入
れ
、
こ
れ

だ

と
、
小
さ
い
子
ど
―
′で
も
た
い

く
つ
し
な
い
で
す
む
と
思
い
す
ご

く
よ
い
勉
強
に
な

っ
た
〕

を
演
じ
た
こ
と
も
、
き

っ
と
よ
い

思
い
出
と
し
て
残
る
と
思
う
。
や

っ
は
り
参
加
し
て
よ
か

っ
た
。

休
日
な
の
に
食
事
の
世
話
を
し

て
く
れ
た
お
ば
さ
ん
方
、
と

っ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
し
あ
う
大
切
さ
を
知
る

何
を
す
る
の
か
、
ど
ん
な
こ
と

を
聞
か
れ
る
の
か
、
と
て
も
不
安

だ

っ
た
。
で
も
歌
や
ゲ
ー
ム
を
し

て
い
る
う
ち
に
気
持
ち
が
落
ち
つ

き
、
と
て
も
楽
し
く
な

っ
て
き
た

特
に
、
夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
は

一
番
心
に
残

っ
た
．
炎
の
中

に
い
る
と
、
な
ん
だ
か
別
の
世
界

に
来
た
よ
う
な
気
に
な

っ
た
。

な
ん
で
も
協
力
し
合

っ
て
行
動

し
た

一
日
、
こ
れ
か
ら
も
「協
力
」

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
生
活
し

て
い
こ
う
と
思
う
。

E

: :[:li奄 鐸 課
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1第 3回交通安全駅伝本含
一般

中高駅伝愛好会・中学Aチームが優勝
村民へ事故防止を呼びかける

こ
の
大
会
は
、
市
浦
村
と
体
育
協
会
が
Ｌ
催
し
て
い
る
―
′
の
で
、
村
内
を

．
巡
す
る

卜́
四

・
四
ド
の

コ
ー
ス
を
　
般
に
チ
ー
ム
、
中
学
校

千́

１
ム
が
参
加
し
て
健
脚
を
競

い
合

い
ま
し
た
。

開
会
式
は
、
午
前
九
時
．．
―
分
　
　
悩

れ
で
ぃ
る
¨
こ
の
苦
し
い
時
期

か
ら
卜

公́
民
館
で
行
わ
れ
、
人
　
　

」̈
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
が
出

会
長
の
山
田
勝
明
体
協
会
長
が
あ
　
　

っ̈
な
ら
ば
大
変
な
こ
と
だ
ｃ
ス
■

い
さ
つ
し
た
あ
と
、
間
山
重
信
金
　
　
，‐
ッ
マ

／
ら
し
く
最
後
ま
で
走
り

本
警
察
署
長
が

「最
近
交
通
死
亡
　
　
続
け
、
地
域
か
ら
交
通
事
故
を
出

事
故
が
続
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
　
　
、ｃ
な
い
よ
う
、
目
的
を
達
成
し
て

県
警
察
本
部
は
十
月
十
五
日
、
「交

　

」
ド
）
い
」
と
激
励
と
祝
辞
を
の
ベ

通
死
亡
事
故
抑
止
非
常
警
報
」
を
　
　
ま
し
た

発
令
し
た
ｃ
そ
の
中
で
、
若

い
人
　
　
　
続

い
´ゝ

参
加
チ
ー
ム
を
代
表

た
ち
中
心
の
交
通
安
全
駅
伝
大
会
　
　
，
単
ヽ
奈
良
孝
博
選
手

一役
場
）
が

が
開
か
れ
る
こ
と
は
意
義
あ
る
も
　

　

「村
民
に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

の
と
思
う
Ｌ
こ
の
大
会
を
と
お
し
　
　
レ
」事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る
た
め

て
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
村
　
　
最
後
ま
で
走
り
続
け
ま
十
」
と
力

つ
＜
り
に
つ
と
め
て
ほ
し
い
」
と
　
　
強
く
宣
誓
し
、
競
技
に
ブ
、い
ま
し
た
［

激
励
し
、
さ
ら
に
浜
田
春
ｌｆ
村
議
　
　
　
こ
の
日
は
、
朝
か
ら
雨
―
，
よ
う

会
議
員
は

「村
民
は
今
、
冷
害
に
　
　
で
し
た
が
、
競
技
開
始
と
同
時
に

間

・
平
野
中

・
三
和
疇

・

和
い

・
柏
絆

・

．Ｌ

・
平
野
山
　
■［
田
・

１
時
間
４３
分
２‐
秒
　
α
・市
油
営
林

署
、
１
時
間
４４
分
４９
秒
＾

（‘５‐‐
）市
浦
村
役
場
、
１
時
間
４７
分
３９

秒
‘

▼
中
学
校
の
部
、①
中
学
校
Ａ
（成

田

・
越
野

・
沢
田

・
１
和

。
相
沢

新
岡
・
柏
谷

・
浜
田
・
本
村

・

田
中
）
１
時
間
３６
分
４‐
秒
。
②
中

学
校
Ｂ

（亀
田
・
伊
南
御
・
秋
田

谷
・
Ｉ
藤
田
・
伊
南
ｍ
・作
々
本
・

三
藤
噛
　
植
野

・
岩
谷
　
山
内
）

１
時
間
４３
分
１９
秒
ｃ

■
区
間
賞
最
高
記
釘
　
．
般
の
部

▼
一
区
Ｏ
成
田
寿
光

（嫁
っ
こ
）

９
分
ｃ

一
区́
①

小
倉
勝
彦

（中
高

）

８
分

〕
三
区
∩
）́
．
Ｌ
順
治

（中
高

）

９
分
５３
秒

一
人
会

新

）
。
四
区
●
一

成
田
　
彦

（中
高

）
１０
分

４０
秒
´

圧
区
Ｃ
）棟
方
液
光

（
営
林
署

）
１０



市
浦
村

「健
康
で
明
る
く
快
適

な
村
づ
く
り
協
議
会
」
は
発
足
以

来
、
総
会
、
臨
時
会
、
部
会

（
二

回
）
等
に
お
い
て
、
市
浦
村
の
現

状
と
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
て

そ
の
都
度
話
題
に
な
る
の
は
、

「町
内
会
」
の
あ
り
方
で
あ
る
。

毎
日
の
く
ら
し
の
中
に
は
、
地
区

毎
や
、
と
な
り
近
所
で
力
を
合
わ

せ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
を
う

ま
く
進
め
る
た
め
に
は
、
ど
う
し

て
も
町
内
会
と
し
て
の
ま
と
ま
り

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

市
浦
村
の
現
状
か
ら
み
て
、
何
ら

か
の
方
向
づ
け
な
り
、
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
大

勢
を
占
め
ま
し
た
。

ま
た
四
つ
の
各
部
会
か
ら
も
間

―
卜
Ｎ
Ю
Ｉ

題
点
が
出
さ
れ
、
十

一
月
十
六
日

⌒
日
）
の

「村
づ
く
り
村
民
集
会
」

で
四
人
の
方
か
ら

「村
民
に
呼
び

か
け
た
い
も
の
」
と
し
て
発
表
さ

「村
づ
く
り
の
た
め
の
役
場
と
町

内
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
」
に
つ

い
て
は
、
東
奥
日
報
論
説
副
委
員

長
山
田
浩
二
氏
が
講
演
の
中
で
お

話
し
て
下
さ
る
予
定
に
な

っ
て
い

今
年
は
村
議
会
議
員
、
役
場
職

員
、
町
内
会
長
、
行
政
連
絡
員
、

各
種
団
体
長
の
方
々
に
は
直
接
に

ま
た

一
般
の
方
に
は
回
覧
で
そ
れ

ぞ
れ
ご
案
内
致
し
ま
す
。

こ
の
運
動
を
村
民
運
動
と
し
て

定
着
さ
せ
る
た
め
に
も
、　
一
人
で

も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
み
ん
な
で
理
解
し
合

い
、
定
め
ら
れ
た
目
標
に
向

っ
て

み
ん
な
が
心
を

一
つ
に
し
て
遊
ん

で
こ
そ
、
よ
り
住
み
よ
い
市
浦
村

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯

（笹
川
良

一

会
長
）
を
受
賞
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り

１

中
里
高
校

２

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
会

一
軍

３
　
し
ゃ
べ
る
ず

４

役
　
場

５

市
浦

マ
マ
サ
ン

５

相
内
分
校

７

市
浦
営
林
署

８
　
バ
ド
愛
好
会
二
軍

９

竹
の
子
族

１０

株
式
会
社

Ｈ
　
の
ん
べ
い
ず

・２
　
３３
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

・３

暴
走
族

準
決
勝

広報しうら '■

第 1回ナイターパレーボール

11月 11日 か ら17日

4tれ ら運 ran

1司 や地 方公共 IЛ 体では、国   このよ うに身近かな税金に

民が豊かで 幸福な付i活 がで き つぃてその仕組みやf史 いみ ち

るように、ネt会 福祉の充実や  などを正 しく知っていただ く

fL宅 の建設など幅広い活動 を ために、税務署ではHtt H H

行っています.        から17:]ま で を「税を知 る週

税金は、このような活動の  間」 として「税の相談」に応

大切な財源であり、私た ちの  じてぃます。五所川原税務署

日常生活においても、いろい  でも、期間中次のよ うな行事

ろな面でかかわりあいがあり を計画 していますので、積極

ます。           的にご利用ねがいちな 。

「税を知る週間」行事予定 五所
'll原

税務署

昭和弱年度年末調整説明会日程

昭和55年 度の年末調整説

明会の 日程が決 まりました。

説明会 には必ず出席 して正

しい申告 をす るよ うに しま

しょう。

市浦海洋クラブ主催のナイタニバ

レーボール大会は13チ ームが参加

し、熱戦の連日でした。

市
浦
海
洋
ク
ラ
ブ

⌒代
表
佐
藤

二
郎
）
主
催
の
第
一
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯

争
奪
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
去
る
　
　
　
し
や
べ
る
ず
０
１
２
中
里
高
校

九
月
二
十
日
よ
り
村
内
か
ら
十
三
　
　
　
バ
ド

一
軍
　
２
１
０
役
場

チ
ー
ム
が
参
加
し
プ
ロ
ッ
ク
別
り
　
　
　
３
位
決
定
戦

―
夕
戦
が
行
な
わ
れ
十
月
十
五

。
　

　

し
や
べ
る
ず
　
２
１
１
や
く
ば

十
六
日
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
　
　
　
決
　
勝

結
果
中
里
高
校
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
　

　

中
　
高
２
１
０
バ
ド

一
軍

雪薯会記
帳指記電

雪f」議籍量

°
tth



③ 広報しうら

津軽の先住民族

一　
　
　
　
十
三
湊
水
移
之
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

犠』脚囃絲“】い」け庁窺　　　十三湖洩海となる　　　　　　組織額曲螂轍剛翻甲
（∪

様
に
鳴
り
響
き
、
八
月
十

一
日
　
　
　
安
倍
安
東
氏
は
、
そ
の
後
巨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
・
う
の
部

た
。
十
三
湖
附
近
で
は
、
十
三
　
　
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
の
番
号
を
つ
け
、
ま
ず
イ

す
。
こ
の
こ
と
は
市
浦
村
使
資
　
　
の
よ
う
に
堅
固
高
速
で
あ
っ
た
　
　
　
　
な
ら
お
う
と
し
て
も
、
い
く
ら
で

料
籠
上
春
に
詳
細
に
記
載
さ
れ
　
　
安
東
水
軍
も
枯
れ
て
し
ま
う
の
　
　
　
　
も
上
の
人
が
い
て
限
り
が
な
い
こ

】
い
〓
”
「
』
」
「
ぅ
一
度
開
　
　
で

（ し
い
”

五 ヵ、
。・

一
一
。
一
記
）
　

　

　

と
Ｐ

籠
サ
鶴
　
身
分
不
相
応
な
こ

請
行
無
常
の
書
あ
り

『祗
日
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸

行
無
常
の
響
あ
り
、
沙
層
贅
樹

の
花
の
色
、
盛
者
必
ま
の
理
を

押

電

が

群

翡

鶴

ら
せ
、
哀
々
切
々
と
私
の
胸
を

私
た
ち
は
、
今
ま
で
十
二
回

に
わ
た

っ
て
、
安
東
水
軍
の
盛

ん
な
姿
の
足
跡
を
中
島
Ｉ
求
め

安
東
水
軍
之
共
に
濶
歩
し
て
来

ま
し
た
。
津
軽
三
千
坊
の
随
一

を
ほ
こ
っ
た
十
三
千
坊
の
神
社

仏
閣
の
隆
昌
も
、
十
三
千
軒
の

町
な
み
の
胆
鳳
も
、
天
空
高
く

聾
え
立
っ
た
諸
城
の
雄
大
き
も
、

安
東
水
軍
の
末
路

そ
２

豊

　

島

　
勝

⑬
蔵

ま
こ
と
に
安
東
水
軍
の
も
た
ら

し
た
財
宝
に
よ
っ
て
礎
き
あ
げ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
北
辺
の
地
■
津
■
Ｑ
文
化

を
急
速
に
発
展
さ
せ
た
の
二
十

三．
文
化
が
源
流
と
な
っ
た
こ
と

は
史
家
の
誰
も
が
認
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
日
本
津
々
浦
々

ま
で
津
軽
安
倍
安
東
の
名
声
を

］れ一わ置っい臓は継聾“

倍
民
に
も
諸
行
無
常
の
風
が
容

赦
な
く
吹
き
荒
れ
る
年
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。
興
国
元
年

⌒三

３
一年
】
津
軽
に
来
襲
ｔ
ｉ
大
津

浪
が
そ
れ
で
、す
。

大
津
浪
の
被
書

興
国
の
大
浄
浪
に
関
す
る
記

録
は
、
Ｌ
本
災
害
史
科
に
一
現

当
た
ら
ず
、
樺
軽
に
だ
け
残
さ

れ
た
記
録
で
す
。
年
代
も
元
年

説
と
二
年
説
と
が
あ
り
ま
す
が
、

元
年
に

一
度
一
二
年

に

一
度
と

両
年
に
わ
た

っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
安
東
年



広報しうら ⑩

九
月
十
、
十

一
日
の
両
日
黒
石

市
で
行
わ
れ
た

「新
し
い
む
ら

・

ま
ち
づ
く
り
運
動
研
究
集
会
」
で
、

町
内
会
、
婦
人
会
、
行
政
、
住
民

の
役
割
等
に
つ
い
て
事
例
発
表
や

熱
心
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。

ど
こ
の
市
町
村
で
も
、
地
方
自

治
を
進
め
る
中
で
「対
話
」
と

「参

加
」
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、

地
域
は
ど
ん
な
方
法
で
対
話
し
参

加
し
で
●
く
か
ｏ
そ
れ
が
で
き
る

た
め
に
は
、
ど
ん
な
体
制
づ
く
り

を
し
た
ら
よ
い
か
が
問
わ
れ
る
。

現
在
各
地
域
に
い
ろ
ん
な
小
集
団

が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
町

内
会
の
中
に
参
加
で
き
る
も
の
に

変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
前
提
と
し
て
、
可
内

会
の
組
織
が
確
立
し
、
本
来
の
活

動
を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
当
然
の
条
件
で
あ
る
。

最
近
の
各
地
町
内
会
の
実
態
を

み
る
と
、
町
内
会
の
中
に
各
専
門

部
を
設
け
、
町
内
全
員
が
何
ら
か

の
形
で
役
割
を
も
ち
、
補
助
金
も

少
し
は
あ
る
が
、
殆
ん
ど
自
分
た

ち
の
会
費
で
会
を
運
営
し
て
い
る

の
が
多
く
な

っ
た
。

こ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
力
で
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
、

よ
り̈
住
み
よ
く
し
よ
う
と
す
る
気

―
聟
跡
―

持
ち
の
表
わ
れ
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
時
の
流
れ
に
乗
り
き

れ
ず
、
何
も
し
な
い
町
内
会
も
た

町
内
会
そ
の
も
の
に
も
難
点
は
あ

る
が
、
何
ら
の
行
政
指
導
も
な
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
新
し
い

村
も
、
住
み
よ
い
村
も
生
ま
れ
て

本
当
に
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を

し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
行
政
も
住

民
も
新
し
い
村
づ
く
り
の
本
質
を

と
ら
え
、
自
分
た
ち
の
果
た
す
役

割
を
自
党

・
実
践
す
る
た
め
に
、

も

っ
と
も

っ
と
対
話
を
し
勉
強
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

（前田　陣補　　一詢　紳一

⌒喘藤一新書　　一＝　銅｝

（効膊三鮮一　　一諄　岬一

（口輝　婦漏　　一朦　前一

（舞脚劫絃「　　一椰　卸一

（却和知鮮齋　　一日　嘲一

（維哺専脚制　　一翻　［一

⌒担雌　鮮熟　　一韓　馴一

（颯卿　翻華　　一“　酵一

（麟膊信詠脚　　一村　に一

（絲観　蜻新　　一軒　に一

（講脚鶏講苺　　一離　制一

（］野な期雄　　一軒　た一

（は麒卸耐書　　⌒（鵬　榊一

（“師　颯却　　一掛　聾一

（椰神美津拗　　一制　醐一

（勢脚美恵書　　一日　雌一
（り‐‐吉由　辞難　　一府　輝一

（層雌　諄一　　一筆　岬一

（〔刹動陣倒　　一神　動一

（絲嬌由細「　　一は　同一

（』蹴痢辞毒　　一課　時一

（鰤国と舜秘　　一計　に一

（紳は　裁衛　　一け　」一

（館部　切つ喜　　一時　同一

（掛』由勁「　　一鳳海蔵一

（御〔木霧鶴　　一絲　峰一

（岬劃　〓瑯　・　一け　に一

（講麟兵藤「　　一計　た一

∩
園

∪

新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
を
目
指
し
て

派
遣
社
教
主
事
　
片
　
山
　
永
　
繁

市
浦
中
学
校
生
徒
会

（代
表
＝

櫛
引
俊
彦
君
）
で
は
、
恵
ま
れ
な

い〔唯コ一ゆ難妙馘瞳^
解へ立

寄
託
し
ま
し
た
。

こ
れ
は

「市
中
祭
」
で
開

い
た
、

″
お
ば
け
展
敷
″
の
収
益
金
で
す
。

ま
た
、
相
内
保
育
所

⌒高
松
隆
三

所
長
）
で
も
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

に
よ
る
益
金
九
千
六
百
三
十
五
円

を
村

へ
寄
託
し
ま
し
た
。

村
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
「た

す
け
合
い
資
金
」
を
と
お
し
て
活

一

純

・
■

・

三
和
　

一潤

⌒磯
　
績
）
明
一
彦

大
江
　
恭
平

（相
　
納
イ

，
　
雄

相
川
　
潔
考

（十
　
一こ

利
　
昭

中
井
　
裕
子

（十

一こ

廣
　
光

川
内
　
美
■
ス
脇
　
鷲
）
嗽
　
春

櫛
引

美
穂

（脇

一石
）．■
　
忠

浦
田
　
千
穂

⌒十
　
一こ

辰
　
夫

太
田
　
麻
美

（磯
　
松
）
昭
　
美

浦
尾
　
　
彰

（東
　
京
）
幸
　
一
一

石
岡
菜
々
子

（脇
　
元
）
守
　
衛

成
田
　
義
照

⌒脇

．
元
）
照
　
男

川
口
　
智
哉

（相
　
内
）
秀
　
樹

中
村
　
理
恵

⌒脇
　
元
）

清

梶
浦
美
彩
子

⌒十
　
一こ

昭
　
一

（詠卸
（に「

（帥剛 鋼
）〓

（副」　隷割　　一晴　疇一

（精繭谷る癬子　一紳　］一

（“】原藤郷　　一嘲　嗣一

（請離　籠鶴　　一は　印一

（暉猜　Ｆ報　　一＝　一霙

（庫霧美恵“　　一隷　卸一

（紅臨　は掛　　一尋　］一

（財馬　』継　　一肝海」一

璽 撃 撃 盟 章 奪

川 十 脇 脇 相 鶴

崎 三 元 元 内 田

白
川
　
　
賢

本
荘
宇
二
郎

葛
西
　
洋
子

成
田
　
　
昇

安
田
柳
太
郎

今
野
幸

一
郎
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